
数理科学Ａ 第三回レポート (2010年 12月10日修正版)

1. f(x) = x2 − 5x + 4とする．この時，次の問に答えよ．

(1) f(x) = 0を x = g(x)の形に書き直し，xn+1 = g(xn)が収束するための十分条件
を与えよ．

(2) (1)で求めた十分条件をもとに，xn+1 = g(xn)が収束するための xの区間を定
めよ．

2. f(x) = x3 − 5x2 + 3x + 9とする．この時，次の問に答えよ．

(1) f(x) = 0に対するNewton法を書け．

(2) x0 = 2.5とするとき，Newton法により f(x) = 0の解 x = αの近似解 α̃ を求め
よ．ただし，その収束判定条件を |xk+1 − xk| < 0.01とし，各ステップの計算結
果は小数点以下第五位まで四捨五入して求めよ．

3. 非線形方程式

f(x) =

[
f1(x, y)
f2(x, y)

]
=

[
x2 − y2 − x + 4

xy − 2x − 3y + 6

]
=

[
0
0

]
= 0

を考える．この時，次の問に答えよ．

(1) f(x) = 0に対するNewton法を書け．

(2) x0 = [1, 1]tとするとき，(1)のNewton法の反復法により x1を求めよ．

4. zを複素数 z = x + iyとして，方程式 z2 + 1 = 0を実部と虚部にわけて，z2 + 1 = 0
を解く二変数に対するNewton法のスキームを導け．

5. f(x)が a ≤ x ≤ b上の微分可能な関数で f(a) < 0, f(b) > 0, 0 < α ≤ f ′(x) ≤ β を満
足しているものとする．このとき，f(x) = 0の解を求めるために

xk+1 = xk − λf(xk)

なる反復法を採用するには，λをどのようにえらんだらよいか？

6. 　一変数の方程式 f(x) = 0において，αがその σ重根 (σ ≥ 2)あるとする．この時，
Newton法

xk+1 = xk −
f(xk)

f ′(xk)

において，αの近傍で

xk+1 − α =
σ − 1

σ
(xk − α) + O((xk − α)2)

が成立し，二次の収束をしないことを示せ．

本レポートの提出期限は12月24日とする
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